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 第 1章では、背景、PDPの現状と課題、本研究の目的について述べた。 
 第 2章では AC-PDPの構造とテレビ駆動方式について述べた。 
 第 3章では書き込み消去併用グループ分割 AWD駆動を用いた 60ライン駆動について述べた。







 第 5 章では 4 章の結果を用いた不均一幅スキャンパルスの設計について述べた。Full-HD でグ
ループ分割数 14、サブフィールド数 24の前詰めグループ分割 AWD方式とした場合、マージンを
得るには|Vscan|=70Vで、サステインパルス数を 19とする必要があることがわかった。この時スキ
ャンパルス幅は、0.2µsから 0.6µsで、平均 0.52µsとなった。また、サステインパルス数 3でも駆
動できるようにするためには、グループ分割数を 30にするかサブフィールド数を 19にすればよ
いことがわかった。 
 第 6章では結論について述べた。  
 第 7章では今後の課題について述べた。 
